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1． はじめに 
 

物流を対象とした環境対策として、車両を対象

とした排ガス規制の強化やＤＰＦの装着、交通流

を対象としたＴＤＭ施策や物流の効率化などが

実施されてきた。これらの施策は、ドライバーの

意向に関係なく一定の効果をあげることができ

るが、エコドライブで環境改善効果をあげるため

には、ドライバーの協力が必要不可欠である。現

在、車載器による音声支援を前提としたエコドラ

イブの環境負荷低減効果が着目されている 1)。こ

の方法は、車載器でドライバーの運転挙動（速度、

加速度、回転数）を常時計測し、あらかじめ設定

しておいたエコドライブ基準を超えた場合に、そ

のたびごとにドライバーに対して音声で警告（た

とえば、「急発進です」など）を発することで、

運転行動を変更させるものである。常に口うるさ

い、頑固な監視員が常に帯同しているのと同様な

ので効果は大きい。その反面、ドライバーに対し

て、事業所など権力を有するものからこの指導に

従うようにだけ指導された場合（コミュニケーシ

ョンレスな状態）には、本来ならば高度なドライ

バー技術を有する専門技術者として扱うべき運

転者に対して、画一的な運転挙動を強いるドライ

バーのロボット化を進めることにもなる。 

 これまでドライバーとの事業者（運転管理者）

間のコミュニケーションに関しては交通安全の

観点から研究がなされてきた。それらの研究の蓄

積から、ドライバーが納得できる教育方法として、 

・現時点の個々のドライバー技量を把握 

・安全で効果的に行うための課題を整理 

・ギャップを埋めるための具体的な方法を学習 

の段階を踏むことが重要であることが指摘され

ている 2)。上記の段階を念頭に置いて、ドライバ

ーのロボット化を回避するために、車載器開発メ

ーカーからは、事業所の運転管理者がドライバー

に対してコミュニケーションを行うための個人

運転評価シートを出力できるようにしている。こ

のシートは、ドライバーごとの運転挙動を速度、

加速度、回転数等の記録をもとに、どのような点

を考慮すればよいかのアドヴァイスを送り、ドラ

イバー自身で課題とギャップを埋めるための具

体的な挙動を自発的に考えてもらうに工夫され

ている。 

 しかしながら、これまでの教育心理学で明らか

にされているように後の学習行動に支配的な影

響を及ぼす最初の学習動機付けの観点からは、運

行管理者がドライバーに最初に接する際のエコ

ドライブの動機づけは、考慮されていない 3)。現

在、エコドライブの動機付けと推進を目的とした

リーフレットが多様な主体によって作成されて

いる。多くのリーフレットは、一般者向けに作成

されており、地球温暖化とクルマの関係から説明

し、エコドライブの行動を箇条書きにあげて、そ

のような行動を促す形式をとるものが多い。ペー

ジ数も 10 ページ前後が多く、環境やエコドライ

ブに関心をもっている対象には、情報量も豊富で

エコドライブ行動への動機付けになるように工

夫されているものもある。しかしながら、運送業

者などプロのドライバー向けのリーフレットは

作成されていない。また、車載器を用いたエコド

ライブについても、それに特化したエコドライブ

の実践方法をしめしたリーフレットは作成され

ていない。 

そこで、本研究では、運送業に携わるプロのド

ライバーを対象にした、車載器を用いたエコドラ

イブ支援のためのリーフレットをポジショニン

グ技法を適用して作成し、そのエコドライブの態

度・行動変容効果を実証することを目的とする。 

 

２．ポジショニング技法によるエコドライブ

学習リーフレットの作成 

 

ポジショニング技法とは、人は既存の知識構造
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の枠組みなしには新しい知識を真に理解するこ

とはできないとの理解から、知識同士の関係を構

造化していく方法である 4)。具体的には、複数の

学習者に対して対象となる行動についてヒアリ

ングを行い、それから得られる認知を KJ 法の要

領で構造化することで、どの構造ツリーまで学習

者間で共有していて、どこから共有できていない

のかを見極める。さらに、共有できている認知を

基礎において、学習者の知識構造に応じて知識を

提供する。このようなポジショニング技法の考え

方は、e ラーニングを推進していくうえでも注目

されている 5)。あらかじめポジショニング技法に

よって認知構造をあらかじめコンピューターに

組み込んでおくことによって、さまざまな知識構

造を有する学習者に対応できるようにすること

が可能になるとされている。 

そこで、大阪府トラック協会河北支部事業所の

うち、中小運送事業者へのデジタルタコグラフの

組織的導入によるエコドライブ推進事業（平成１

７年度民生部門等地球温暖化対策実証モデル評

価事業）に参画している事業所のドライバーに対

して、すでにエコドライブを実践しているドライ

バーと未実践のドライバーに対して、エコドライ

ブに関してヒアリングを行った。ヒアリングをも

とに作成したドライバーのエコドライブの認知

構造の一例を図-1 に示す。このようなヒアリン

グを積み重ねた結果、エコドライブを行っている

ドライバーと行っていないドライバーの間には、

運転技術については共通の高い関心があること

が確認される一方、環境に対する関心については

エコドライブを実践しているドライバーの間に

さえも差異が見られることが明らかになった。こ

の結果より、エコドライブを実践する動機付けと

しては、運転技術の向上の観点から行うことが有

効であると考えられ、これまでのパンフレットの

ように地球温暖化のような環境に対する知識提

供を最初に行うのは運送事業者のドライバーを

対象にした場合、エコドライブの動機付け効果は

期待できないと考えられる。 

このような知見をもとに、エコドライブを運行

管理者が車載器を用いたドライバーに対しては

じめて要請する場面で必要とされるコミュニケ

ーションシートを作成した（図-2）。内容は、ま

ず運転技術を向上させるための方法として車載

速度を意識
しながら運
転している高速道路ではリ

ミッターがあるの
でそれほど気に
していない

燃費をあげよう

デジタコをつけているト
ラックが増えてきたので
はないか

夜中で追い越しが
できない一般道路
でエコドライブする
のはきつい

デジタコのトラックが
いたらゆっくり走ると
思う

急発進、急減速は最
初からしていなかっ
た

結果を数値で確認
できたがよかった

受入許容範囲なら運転
方法を変えてみてもい
いと思う

どこが悪いか自
分で考えた

運転でよいところ
もほめてほしい

1回の運行の評価だ
けではなく、長い目で
評価してほしい

機械の設定値に一律にあ
わせるのは、ドライバーの
運転方法にも個性がある
ので無理

とばして走っても所要
時間はさほど変わらな
いのがわかったときに
エコドライブを受け入れ
ることができた

急発進しても、
次の信号で追い
つく

ドライバーの裁量権
があったほうがいい

他人から（たとえ運行管
理者でも）強制されるの
はいや

運転も一つずつ直し
ていくほうがいい

全部を否定されると変え
てみようとは思わない

エコドライブはそんな
に苦痛ではない

正直、環境のことは
あまり考えていない

安全について考える
のは当たり前、特に
は意識していない

機器をつける前の評
価とつけた後の評価
を比較するのがよい

ブレーキをかける位置や度
合いはドライバーによって
異なる

結果の表のランク
は気になる

一般道や昼間は道が混ん
でいるので無理なくエコド
ライブができる

結果の表は工夫が
必要だ

図-1 ポジショニング技法を使った運送ドライバーの認知構造例 



 

器を使用するようにし、その具体的な方法を 7

つのステップに分けて記述している。このなかで

は、まず出力される運転評価項目のうち、自分の

運転ですぐれた点を確認し、さらに評価が低い項

目について改善できそうな点を一つ実践しても

らうようにしている。そのうえで、このような運

転技術の向上は、環境改善や安全性向上にもつな

がることを示している。分量は、ドライバーヒア

リング結果から、環境やエコドライブに関して関

心や興味がなくとも最後まで目を通すことがで

きる量として A4 で 2 ページ（表裏１枚、カラー

刷り）におさまるようにした。 

 

３．実験概要 

 

２で作成した学習リーフレットの効果を検証

するために、学習リーフレットをあらかじめ運行

管理者から渡されてうえで、車載器をつけて通常

業務を行うドライバーのグループ（リーフレット

＋車載器群）と学習リーフレットを読まずに、車

載器をつけて通常業務を行うドライバーのグル

ープ（車載器群）にわけて、実験群を設定した。 

実験手続きは以下のように行った。まず、「中小

運送事業者へのデジタルタコグラフの組織的導

入によるエコドライブ推進事業」に参加してい 

表-1 エコドライブアンケート項目 

指標 設問内容 

「エコドライブ」は、環境によいことだと思

いますか？ 

「エコドライブ」は、安全によいことだと思

いますか？ 

重要

性認

知 
「エコドライブ」は、燃費の向上によいこと

だと思いますか？ 

道徳

意識

「エコドライブ」は、道徳的によい行為だと

思いますか？ 

個人

規範

あなたの事業所で「エコドライブを行うこ

と」をすすめていると思いますか？ 

知覚

行動

制御

性 

あなたが「エコドライブを行うこと」は、難

しいことだと思いますか？ 

「できるだけ、ゆるやかな加速、減速を心が

けよう」と思っていますか？ 

「できるだけ、経済的な速度で走ろう」と思

っていますか？ 

「できるだけ、エンジンブレーキを使おう」

と思っていますか？ 

行動

意図

「できるだけ、早めにシフトアップしよう」

と思っていますか？ 

あなたは、実際に、ゆるやかな加速、減速を

行っていますか？ 

あなたは、実際に、経済的な速度で走ってい

ますか？ 

あなたは、実際に、エンジンブレーキを使っ

ていますか？ 

行動

あなたは、実際に、早めにシフトアップをし

ていますか？ 
注)各指標の選択肢は、「全くそう思わない」から「とて

もそう思う」までの5件法を用いている 

 

る事業所（356 事業所）を通じてドライバーに対

して、車載器を取り付ける前に、エコドライブに

対する態度・行動指標を把握するためのアンケー

ト（事前アンケート）を配布し、事業所を通じて

回収してもらう（05 年 10 月）。この際のアンケ

ート項目は、予定行動理論を参考にエコドライブ

に適用した設問を設定した（表-1）。その後、リ

ーフレット＋車載器群のドライバーには、車載器

を取り付ける前に、運行管理者を通じてリーフレ

ットを配布してもらうように依頼する。その後、

機器メーカーが車載器のトラックへの取り付け

作業を行って、完了した事業所から順に、車載器

による音声支援と、機器メーカーが作成した個人

評価シートによる運行管理者とドライバーのコ

ミュニケーションを行ってもらう。その後、おお

むねすべての事業所に車載器が取り付けられ通

常業務が約 1 ヶ月間経過した 06 年 1 月に、事前

図-2 エコドライブの動機付け学習リーフレット 



 

アンケートと同様の内容の事後アンケートを配

布した。この際に、実際にリーフレットを配布さ

れたかどうかは、ドライバーに対する事後アンケ

ートより把握し、もし配布されていないようなら

ば、車載器群に編入した。 

この結果、リーフレット＋車載器群、車載器群

には、それぞれ 105 名、133 名名から事前、事後

アンケートのすべての項目に回答した有効回答

者を得た。個人属性（年齢、運転歴）および事前

のエコドライブ各アンケート項目について平均

値の差の検定を行ったところ、有意な差がなかっ

た。また、リーフレット＋車載器群に対して、リ

ーフレットはエコドライブを行う上で、参考にな

ったかどうかを質問したところ、大変参考になっ

た、参考になったと回答した人が 81％を占めた

ことから、今回のリーフレットがエコドライブを

行う上での動機付けになっていることが裏付け

られた。 

 

４．結果と考察 

 

事前アンケートと事後アンケートの平均値の

差の検定を行ったところ、エコドライブに対する

重要性認知、道徳意識、知覚行動制御性について

は有意な差が確認できなかった。その一方で、個

人規範、行動意図、行動については有意水準 5%

で統計的に有意な差が確認できた（図-3～5）。つ

まり、リーフレットを読んだドライバーほど事業

所がエコドライブを勧めていると認知し、リーフ

レットを渡されていない
．．．．．．．

車載器群ほど、エコドラ

イブを行おうと思わなくなり
．．．．．．

、リーフレットを読

んだドライバーほどエコドライブを行うように

なっている。特に、着目すべき結果は、リーフレ

ットを渡されていないドライバーの行動意図が

減少している点である。エコドライブに対する動

機が不十分な場合、車載器による音声支援と個人

評価シートによるコミュニケーションだけでは、

エコドライブをやろうと思う気持ちが減退した

ままでエコドライブをやる、つまりいやいやエコ

ドライブをやらされているとドライバーが感じ

ていることが示された。その結果、行動変容効果

は、リーフレット＋車載器群と比べて、１／３程

度にまで減少してしまう結果になった。 

以上の結果をふまえると、車載器による音声支

援は、エコドライブを促進する効果はあるものの、

ドライバーに対して適切に動機付けを行わなけ

れば、ドライバーがエコドライブを強いられると

感じる状況を作り出す危険性があるといえる。ま

た逆に、そのようなリーフレットを配布すること

によって、受け取ったドライバーは事業者がエコ

ドライブを勧めてようとしていると認知し、それ

が自ら進んでエコドライブを行おうという認知

が活性化され、結果的に行動変容にまでつながり、

その効果を大きくすることが可能となる。 
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今回の取り組みに対し、ご協力いただきました、大阪府

トラック協会河北支部、(財)公害地域再生センター、矢崎
総業(株)の皆様に改めて感謝の意を表します。 

図-3 個人規範のリーフレット配布前後の比較 

図-5 行動のリーフレット配布前後の比較 

図-4 行動意図のリーフレット配布前後の比較 


